
14 - 16
18 - 14
17 - 15

Ｃ 24 - 14
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
5 * 1 3 10 12 0 1 2 1 5 6 1 1 2 0
6 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0
11 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 * 0 1 1 5 0 0 5 1 1 2 2 2 0 0
22 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
24 * 2 3 4 7 1 2 3 0 2 2 2 2 0 0
36 * 0 0 4 9 3 4 3 2 3 5 1 0 0 0
37 * 0 0 7 15 2 2 3 4 17 21 0 1 0 0
78 0 0 0 1 5 0 0 3 1 1 2 2 5 1 0
87 0 0 0 1 2 0 0 1 1 2 3 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 8 29 61 6 9 22 12 33 45 11 12 3 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
2 * 0 4 4 11 3 6 4 0 0 0 2 1 3 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
13 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
15 * 0 0 6 15 4 7 2 11 6 17 2 0 0 2
22 * 0 7 3 9 0 0 1 3 1 4 0 2 1 1
31 * 0 1 7 13 0 2 4 1 7 8 4 2 3 0
33 0 0 2 0 2 1 2 0 0 3 3 0 1 0 0
55 * 2 8 0 1 4 4 1 0 0 0 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 23 20 51 13 23 13 16 20 36 11 6 8 3

Team / Coach:

合　　　計
8.7% 39.2%RATE

稲垣 諒 -

56.5%

Team / Coach:

合　　　計
37.5% 47.5% 66.7%

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

刈川 真輔 16

-

３Ｐ

荒田 康平

0 -
0

木下 雄太

-

今村 勇貴 15

16

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

荒田 康平 0

59

敗チーム

5

10

３Ｐ ２Ｐ

-

中谷 隆人 11

津田 航匡 2
神永 周輔 2

桑原 啓樹

0

0 6

網本 拓夢 0 4
27

23

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

勝チーム

73

勝ち点 5

11:30
会　　場 金岡公園体育館

神戸大学

濱口 祐實 2

男子 ２次リーグ戦

PTS

247

試 合 日 2016.10.02

大西 康之 0

記録 関西学生バスケットボール連盟

6
幸内 真路 23 36
梅崎 健

龍谷大学

主審 生島 匡 副審 大倉 哲也

勝ち点 2コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦も二次リーグに突入した。#2高橋を中心とした高いオフェンス力を持つ龍谷
大学と#5幸内と#21濱口の2人を起点とした爆発力のあるオフェンスが持ち味の神戸大学の対戦カードとなった。試
合中盤まで、まさに一進一退の攻防が続く。試合を決定づけたのは第4ピリオド。神戸大#24今村が3Pシュート2本決
めリードを広げそれが決定打となり、神戸大が勝利を獲得した。
【第1ピリオド】
神戸大#5幸内がリバウンドからのゴール下シュートでバスケットカウントから試合が始まる。龍谷大も負けじと#55野村
が3Pシュートを決め応戦する。序盤両者とも、高いオフェンス力を有し、点を重ねていき一進一退の攻防が続く。残
り2分、お互い一歩も譲らずなかなか試合は動かない。そんな中、龍谷大#55野村がドライブからシュートを狙い、
ファウルをもらってフリースローを獲得。フリースロを2本とも決め第1ピリオドは16-14龍谷大が2点リードで終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、互いに果敢にシュートを狙い先に点を獲ったのは龍谷大#31西廣でリードを広げる。龍谷大#2高橋の
見事なスティールからシュートを決め神戸大たまらずタイムアウトをとる。その後、流れを掴ませまいと神戸大が粘り
のあるオフェンスを見せ、#37木下ジャンプシュートで差を縮める。そのまま神戸大の前からのオールコートプレスが
決まり流れを掴み逆転するが、龍谷大流れを断ち切るためにタイムアウトをとる。しかしその後も神戸大が気迫のディ
フェンスを見せ相手のミスを誘い得点を重ねリードを広げていく。残り30秒で龍谷大#31西廣のパスカットからの速攻
が決まり点差を縮め、32-30神戸大リードで前半を折り返した。
【第3ピリオド】
第3ピリオド開始してすぐに龍谷大#15刈川が#31西廣のアシストからバスケットカウントを獲得し、同点に持ち込ん
だ。交互に得点を重ね、序盤は得点が大きく動く展開となった。中盤になり両チームのディフェンスに激しさが増し、
得点が動きずらくなった。後半にかけてミドルシュートの入らない龍谷大に対して、神戸大は素早いパスワークで確
実に点を重ねていく。苦しい状況の中で龍谷大#55野村のドライブでファウルを誘いフリースローを獲得し、神戸大
を追いかける。残り数秒で龍谷大#0灘波がファウルをもらい、49-45で神戸大が4点リードで終える。
【第4ピリオド】
龍谷大#2高橋のミドルシュートで始まる。開始一分半でディフェンスからの速攻によって同点よなる。そこから龍谷大
の速攻に対応しきれない神戸大はリードを許してしまう。点を獲られては取り返すといった両者の気持ちの乗った
シュートが続く中、#24今村が3Pシュートを決め流れを勝ち取った。龍谷大は流れを断ち切ることが出来ずに神戸大
が9点リードし、龍谷大はタイムアウトをとる。そこ後も龍谷大の得点は動くことはなく、#24今村が再び3Pシュートを
しっかりと決めてこれが試合の決定打となり73-59で神戸大が勝利した。

試合ＮＯ

戦評 稲葉・中村(甲南大)

開始時間

2

Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

２ＰPTS

73
RATE

20

32

-

12
19
-

-

40

永嶋 勇太 0 6
山脇 公貴 0 2

4

難波 航太 1 2
高橋 龍斗 11 30
丸山 高弘 0

36
西廣 祐輝 14 31
山川 和穂 6

1 11

0 - -

野村 悠也 10 38
加地 毅紀

-

0 - -

0

59 200

0 - -
0 - -


